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 筆者は卒業研究において、1900 年から 1910 年にかけてサンフランシスコ市立図書館




































































ィリアム・ヤスト（William F. Yust）が 1913年に発表した「黒人と黄色人種はどうか？」



















































 本論文は結論を含めて 6章から構成されている。 
 第 1 章では本論文の概要および先行研究について述べる。第 2 章では日系人移民の歴史
と状況を、流入期から第二次世界大戦によって強制収容所に拘束されるまでの動きを概観
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1880年 86  140  61.4  
1890年 1,147  12,027  9.5  
1900年 10,151  24,282  41.8  
1910年 41,356  72,030  57.4  
1920年 71,952  110,848  64.9  
1930年 97,456  238,312  40.9  
1940年 93,717  226,826  41.3  
（出典：Spickard, Paul, Japanese Americans : the formation and transformations of an 
ethnic group, Rutgers University, 2009, p176-178） 
 
 つづいて、カリフォルニア州内における主要都市の日系人人口数を表 2に示した。 
 
表 2 カリフォルニア州主要都市の日系人人口数（単位：人） 
地名 1900年 1910年 1920年 1930年 1940年 
サンフランシスコ市 1,781 4,518  5,358  6,250  5,280  
サクラメント市 1,209 1,437  1,976  3,347  2,879  
ロサンゼルス市 204 4,238  11,618  21,081  23,321  
（出典：Spickard, Paul, Japanese Americans : the formation and transformations of an 
ethnic group, Rutgers University, 2009, p184） 
 
 資料により日系人移民数は様々であるが、ポール・スピッカード（Paul Spickard）によ


















中退 7 0 
修了 34 2 
中等教育 
中退 10 6 
修了 32 56 
高等教育 
中退 11 21 
修了 6 13 
（出典：田中圭治郎, 『教育における文化的同化』, 本邦書籍, 1986, p5） 
 
 表 3は、第二次世界大戦中に西海岸からシカゴに移住させられた約 2万人の日系人に対
する任意抽出の調査結果である。１世では、初等教育で教育を修了している人が修了・中
退を含め 41%であるのに対し、2世になるとわずか 2%のみである。中等教育までの教育を










人だった日系人人口は 1918年には 4,655人に増加していた。耕地面積についても 1905年
12 
 
に 37,777エーカー（約 151㎢）だった耕作面積は 1918年には 116,512エーカー（約 466
㎢）に増加している 13。表 4に 1世の職業の変遷をまとめた。1964年から 1966年の間に、





表 4 日系人 1世の職業の変遷 
  初職（％） 第 2職（％） 主たる職業（％） 
専門的労働 2 1 4 
経営者・所有者的労働 3 12 28 
書記・販売的労働 5 5 2 
農業関係労働 42 42 45 
職工長的労働 1 3 4 
熟練工的労働 7 8 2 
家事労働・サービス業 20 15 5 
その他の労働（農業関
係を除く） 20 14 10 
（出典：Levine, Geno N., The Japanese American community, Praeger, 1981, p30） 
 
 表 4によれば、初職、第 2職、主たる職業として最も割合が多いのが、農業関係労働で
ある（いずれも 40%以上）。これは、渡米後のどの期間においても日系人１世の職として最
も選択されていたといえる。 


















































公立学校に通っていた日系人 93 人は 1906 年 10 月 15 日月曜日付で退学させられたが、
日系人は東洋人学校へ通いはせず、復校までのほぼ５カ月は自宅に待機したり、一時的に
日本語学校へ通った。一方、この決議に含まれる 23 人の中国人、3 人の韓国人、1 人のア
ラスカ人は抵抗することなく一般の公立小学校を退学した 28。この人数比からも明らかな
ように、この決議は主に日系人を対象にしたものだったといえよう。全市 76校のうち、45


















表 5 1900年から 1925年までの日本からアメリカへの移民数 
 
（出典：飯野正子, 「米国における排日運動と一九二四年移民法制定過程」, 津田塾大学紀
要 (10), 1978, p32） 
 


















年度 移民数 年度 移民数
1900 12,626 1913 8,281
1901 4,908 1914 8,929
1902 5,325 1915 8,613
1903 6,990 1916 8,680
1904 7,771 1917 8,991
1905 4,319 1918 10,213
1906 5,178 1919 10,064
1907 9,948 1920 9,432
1908 7,250 1921 7,878
1909 1,593 1922 6,716
1910 1,552 1923 5,809
1911 4,520 1924 5,801









独立した運営を行っており、残りの 27 校中 10 校が仏教系、6 校がキリスト教系、所属不




















「日米間の懸橋」として活躍する 2世も現れた 48。 















図 1 サンフランシスコ領事館内の日本国籍離脱者数の推移 
（出典：岡元彩子, 『アメリカを生き抜いた日本人』, 日本経済新聞社, 1980, p111） 
 




ととなった 52。1924 年と 1925 年の日本国籍離脱者が他の年と比べて多いのはこの法律改
正が理由であると考えられる。 

















の連携をあげていた 53。これらの目的のもと、日系人 2 世はアメリカ市民としての権利の
保護を目指した。 
 つづいて帰米 2 世問題である。彼らの大多数は幼児の時に日本に帰り、両親の故郷で育
った。2 世を渡日させた理由として、両親にアメリカ永住の決心がつかず日本に帰ったか、
あるいは日本へ帰国することを予測して子どもを故郷に送ったという 2 点が挙げられる。
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Journalとは 1876年に設立されたアメリカ図書館協会（American Library Association）
の正式な機関誌であり、同年に月刊誌としてAmerican Library Journalという題で創刊さ





















 アメリカ化運動が行われたのは 20世紀始めのほぼ 20年間であり 7、中でも 1910年代半
ばから 1920年代初頭にかけて最も活発であった。一説によると 1921年前後に、30以上の
州と数百の市がアメリカ化の方策を導入し、最高潮期であったとされている 8。その理由に












表 6 アメリカ化運動の変遷 













































で書かれた図書の提供の必要性を初めて明言した 1894 年のLibrary Journalの「アメリカ
図書館の外国語図書」（“Foreign book in American library”）が最も早いとされている 15。
この論稿で、ニューヨーク州レノックス図書館（Lenox Library）の図書館員であるアクセ





のために外国文学を図書館は買わないのか？」（”Shall public libraries buy foreign 
literature for the benefit of the foreign population?”）にて、ミネソタ州ミネアポリス公共






















に、1917 年にはアメリカ図書館協会が外国出身者サービス委員会（Committee on Work 



















Public Library）は、1897年からロサンゼルスセツルメント協会（Los Angeles Settlements 
Association）に本の支給をはじめている 23。ニューヨーク公共図書館（New York Public 
Library）は 1915 年に地元の社会福祉局と協力し、移民向けに公衆衛生についての講義を
行った。ニューヨーク州のバッファロー公共図書館（Buffalo Public Library）は 1917年









































3.2. Library Journalにみる移民サービスとアメリカ化運動 
3.2.1. 収集・分析方法 
 Library Journalに掲載された記事・論文の中から、移民サービスに関して議論している
記事を 1900年から 1929年まで調査した。調査対象は Library Journalの 25巻 1号（1900

























 以上を踏まえて、移民サービス内容を表 7のように分類した。 
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 はじめに、1900年から 1929年までの 30年間の移民サービスに関する記事の推移をみる。 
 
 


































図 3 外国生まれの者の居住人口数推移（1890年-1930年） 
（U.S. Census Bureau, “1.Nativity of the Population and Place of Birth of the Native 
Population: 1850 to 2000”, Historical census statistics on the foreign-born population of 
the United States: 1850-2000,より筆者作成） 
 
 1900 年から 1910 年にかけて外国生まれの者の居住人口が増加していることがわかる。
移民の増加を受け、公共図書館が移民サービスの必要性を認識した結果が記事数に現れた
と考えられる。1920年代に、記事数が減少しつつも一定数取り上げられていた理由は、図 
3 からもわかるように移民がアメリカに定着したからだろう。1890 年と 1920 年を比較す
ると、アメリカに居住していた外国生まれの者は約 1.7倍に増加している。公共図書館は地




































ニューヨーク 7 23 6 29 20.3 
マサチューセッツ 0 15 7 22 7.8 
カリフォルニア 0 6 3 9 5.4 
ミズーリ 0 5 0 5 1.3 
インディアナ 0 4 1 5 1.1 
ミネソタ 0 3 2 5 3.5 
オハイオ  0 2 3 5 4.9 
イリノイ 0 4 0 4 8.7 
ニュージャージー 0 3 1 4 5.3 
                       (筆者作成) 
 






































































図 5 外国生まれの者の母語別人口数（1910年） 
（ U.S. Census Bureau, “Statistical abstract of the United States”, 
http://www2.census.gov/prod2/statcomp/documents/1921-02.pdf, (Accessed 2014-2-13) 
より筆者作成） 
 
 つづいて、図 5 は 1920 年のセンサスに掲載された外国生まれの者の母語別人口数であ
る。外国生まれの者の国別人口数であると、図 4 で取り上げた移民グループの中で 1920
年のセンサスに掲載されている移民グループを抜粋している。図 4 と図 5 と比較すると、
基本的には人口の多い移民グループに移民サービスが行われていたことがわかる。つづい
て、日系人とロシア系を比較する。1920年当時アメリカに移住していた日本生まれの日系
人は 8万 1,502人であったのに対し、ロシア系は 5万 8千人と日系人より少ない人口数で

































図 6 Library Journalに掲載された移民グループ別記事数の比較（1900年-1929年） 
(筆者作成) 
 
 図 6は 10年ごとの移民グループ別にまとめた記事数の割合である。1900年代はヨーロ











































年 30件、1915-1919年 25件、1920-1924年 21件、1925-1929年 11件と各時期で最も多
い。つまり、30 年間を通じて母語図書の提供が移民サービスの中で最も議論されていたと
いえる。コレクション構築は公共図書館の最も基本的な機能であること、さらに移民サー


































 つぎに、「アメリカ化運動」（ドット模様部分）に焦点を当てる。図 7から 1910-1914年













の 1 つであると考えられていた 43。そのため、英語教室に関する議論が出現したと考えら
れる。しかし、1910-1914 年の英語学習資料の提供に関する記事数が 4 件、英語教室に関
する議論が 5 件とほぼ同数であるのに対して、1920-1924 年には、英語学習資料の提供に




























のだろうか。分析対象期間内で日系人に関して言及した記事は 6 件である。そのうち 5 件







図書館の新しい建物（”The new building of the New York Public Library”）」46と、同号で
掲載された「ニューヨーク公共図書館（”The New York Public Library”）」47である。改築
されたニューヨーク公共図書館は新たに東洋のコレクションのための特別な部屋を設置し
た。その中に価値ある日本の印刷物（Japanese prints）が所蔵されたという内容であった。 
 次に日本に関して取り上げられたのは翌 1912年 1月の「カリフォルニア州オークランド
公共図書館（”Oakland (Cal.) F. L.”）」である。これには簡潔にオークランド公共図書館が
日本に関する写真を所蔵していたことが報告されている 48。 
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開始当初が 20 件だったのに対し、最後の 3 年間は 39 件まで増加している。特に 1910 年
代後半から徐々に記事が増加している。ただし、1918-1920年の記事数 28件から 1921-1923
年には 15 件に減少している。これは新聞のページ数の変化がないにも関わらず、1923 年
の関東大震災や排日運動が活発になり、そちらに紙面を割いた影響で本調査の分析対象記
事が減少したのではないかと推測できる。一方、『日米新聞』は『新世界新聞』と同様に調


















図 9 日本語新聞（1906年-1929年）における基準項目別の記事数 
（筆者作成） 
 
 両新聞の合計記事の延べ数は、⑴図書館に関する記事 100 件、うち日本語図書館に関す
る記事 66件、⑵読書に関する記事 123件、⑶英語教育に関する記事 32件、⑷アメリカの











































図 10 日本語新聞（1906年-1929年）の基準項目別の割合 
（筆者作成） 
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 これらの意義 2 点を図書館設立の意義の中で、教育のためと位置づけてまとめることが
できる。さらに、1909 年の記事は知識向上のため、という論調だったのに対して 1928 年
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 つづいて第 3 章では、アメリカ公共図書館の移民サービスとアメリカ化運動の関係につ





































































獲得が強調されている。一方、1920 年代になると、日系人 2 世の教育が注目されはじめ、
図書館設置の理由も 2世に対する教育的役割が強調される。 
 これらの変化は、1922年に出た小沢裁判の判決と、1924年に制定された排日移民法が影
響していると考えられる。第 2 章で述べたとおり、小沢裁判で日系人 1 世が帰化不能外国
人であると実質的に認定され、排日移民法は日本からの移民を完全に禁止した。このよう
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外国人サービス委員会(committee on
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0 0 0 イディッシュ イディッシュ語の図書のリスト
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no 年 月日 タイトル 内容






























7 1919 2月28日 婦人と新聞紙 社会の出来事を迅速に報道するもの。主義主張を学べるものである。


















12 1919 6月20日 独書の購買許可 ドイツを敵国として書籍などの書類の購入を禁止されていたが、今回解禁された。
付録4:日米における図書館を中心とした内容に関する記事（1919年〜1929年）
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17 1919 8月27日 日米貿易の新雑誌現はる 貿易に関する情報を配信。貿易仲介商社の紹介など症状に関する通信を掲載する。




19 1919 9月14日 同胞婦人へ読書を進む 精神的な疲労を緩和するために読書は有効。アメリカの常識を知るために有効。
20 1919 10月5日 米人教師から見た同胞児童の真面目
子どもに芝居風の書物を使い与え繰り返し
読むことによって英語を学習させるとよい。









3 1920 1月9日 英語の学習 アメリカ化運動の一環として英語の習得を行う必要性を言及
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29 *1920 6月6日 米国研究書 カーネギー平和財団より東京市に対し書籍二千冊を寄付















33 1921 2月7日 サター青年会 サター街の基督青年会について。図書室へは2560名が訪れたと統計されている。
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36 1921 6月3日 桑日事務所の階下を解放し気軽な娯楽集会所
将来的に日系人の集会場に新聞雑誌を配
置し、自由に閲覧出来るようにしたい。












































47 1922 6月19日 夏の読書は軟らかいもの 最近の読書界の状況について。読みやすい文学、婦人用の雑誌がよく売れている。
48 1922 8月2日 読書会再開 自分の研究を発表する目的で行っていたのを中止していたが、再開する。














52 1922 9月17日 読書会にてマ氏の講演 サンフランシスコ読書会でマクラッチー氏の講演を行う。
53 *1922 9月18日 日本書籍輸入に課税さる 今までの課税法とこれからの状況について










56 *1922 10月30日 内務省の見た日本の出版物 日本での1年間の図書の出版物の統計。
57 *1922 11月5日 巡回図書館 フレスノ佛教会は巡回図書館を計画している。800冊の書籍提供

















62 1923 1月7日 賑やかな米国の創作界（下） 米人著の注目すべき図書の紹介。今年の出版量は多いが質は貧弱であるとの結論。














66 1923 4月1日 読まねばならぬ大著述紹介 世界重要の本10冊をアメリカの雑誌でまとめたものを紹介。
134











69 *1923 6月8日 未曾有に多くなった印刷物の発売禁止
日本で発売禁止になる雑誌、図書の内容に
ついて。




71 1923 7月14日 同胞を危機より救へ 仕事が忙しくて文化活動をする時間がない。
72 1923 7月22日 文壇漫語 移民小説家と日本の文芸について
73 1923 8月14日 女子青年会講習会 女子青年会では様々な講習会が行われている。英会話など。
74 1923 8月17日 判決の小冊子配布 ホワイト・ポイント事件判決文の小冊子を在日会が配布。
75 1923 8月21日 在日会小冊子配布 在日会に到着した小冊子を無題で配布
76 *1923 9月30日 雑誌が全滅した 関東大震災によって雑誌の発行ができない。




78 1923 10月21日 帝大図書館の再建米国に期待す
アメリカの図書館は古書は少ないが、学習
参考書は豊富である。




80 *1923 11月9日 帝大図書館復興のため須氏大学が大応援
スタンフォード大学から帝大図書館へ500冊
の図書を寄贈
81 1923 11月10日 新聞は日常生活の教科書 新聞を子どもに読ませることは大切。教科書替わりになる。




83 1923 11月18日 文明人たるのありがたみ 読書についての一考察。アメリカ人より日本人の方が読書をする。
84 1924 12月31日 在米日本人と永住土着観念 在米の有名日系人へのアンケート。愛読書を聞いている。
85 *1924 1月4日 外国人の見たる日本 日本のように読書が普及しているのは珍しいと評価
86 1924 1月13日 子どもさんに勧めたい本 アメリカ人が経営している書店で子どもの本をセールしている。オススメ本の紹介。
87 1924 1月14日 教育館援助運動開始される リフォームド教会に教育館を建設、図書室を設置予定。




89 1924 2月16日 日本デー 婦人団体のセンチュリー・クラブ主催で日本デー開催。美術特集。




91 1924 2月23日 青年修養上の読み物 青年の修練のためには伝記を読むのがよい




93 1924 3月5日 華やかな手踊りに賑わった日本デー
センチュリークラブ主催の日本デーの様子
について










96 1924 7月17日 雑誌が生まれた スターエンドサン誌創刊。英文欄あり。
97 *1924 7月26日 千人も追帰される上野の図書館子 上野、日比谷の市立図書館が盛況。
98 1924 9月11日 『春秋ろう記』いよいよ配本 日本で話題になっている『春秋ろう記』（随筆集）が着本し、配本。
99 1924 10月31日 日米問題中心の読書界 最近の読書界について。地震の影響で単行本は少ない。日米問題の書籍が多い。
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100 1924 12月11日 読書界講演会 読書界講演会のおしらせ









103 1925 2月15日 社会教育の施設について 社会教育の範囲は広い。図書館もその中に入る。社会教育機関として進展してきた。
104 *1925 2月21日 同化主義の変遷 同化主義についての近年のまとめ




106 1925 6月12日 明日リ教会の子どもディ リフォームド教会が子どもディを主催する。








109 1925 8月8日 趣味一点張り雑誌楽天現る 趣味と娯楽の雑誌である『楽天』が創刊される。





111 1925 10月29日 王府佛教会新刊書を購入 オークランド市では図書室を佛教会内に新設予定。300ドルで新刊書を購入する。













115 1925 12月17日 加州大学学生倶楽部雑誌学窓を復活
加州大学学生クラブが雑誌を発行２世の論
文中心になる。
116 1925 12月17日 加州人は案外読書する 加州図書係官が発表した加州の図書館利用の統計。小説が最も読まれている。










119 *1926 1月15日 書籍類の保存法 西洋風の図書を感想や湿気から守る方法について。





121 1926 3月21日 移民問題の新刊書 移民問題の基本書である『移民問題』が改訂、出版された。紹介。
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122 *1926 6月11日 米支図書館協会交歓 アメリカ図書館協会が中国の図書館事業を視察するために協会会員を派遣した。
123 1926 6月13日 新刊の日墨教会報 メキシコの農業や日本との関係を紹介した図書を発行
124 *1926 6月13日 図書館研究に学者が渡米 米国図書館50周年記念に日本からも図書館関係者が招待される。




126 1926 6月29日 雑誌第一線桑港で発売 労働問題、婦人問題、階級問題、農村問題に言及した雑誌を創刊した。




128 1926 8月3日 読書界の新傾向 最近の読書界について。日本の流行と同様の動きがサンフランシスコ市でも見られる。
129 *1926 9月16日 図書館会議の日本代表 アメリカ図書館50周年祝賀会のために日本から図書館代表者が派遣された。







131 1926 10月11日 米人小学校父兄会で『日本日』を開催
アーゴンスクールの父兄会が日本日を主
催。日本の風俗などを研究する予定。




















137 1927 4月1日 モンテベロ青年会図書館設立協議
モンテベロ青年会では青年を中心に図書館
設立の協議を行った。
138 1927 4月6日 読んで聞かせよ 語学を豊かにするためにできるだけ本を読んで聞かせることが大切。




140 1927 9月10日 本社の二大計画 日米新聞社は加州各邦語学園に児童文庫を寄贈した。








143 *1927 10月8日 移民が読む新聞 移民が読む新聞の内容について出身国ごとに分析
141




145 1927 10月27日 邦人大人に英語教育 夜間学校に通学出来ない成人に向けて英語教授のクラスを設ける。外国人講師。




























152 1928 11月7日 新市民教会が図書館設立決議
サンフランシスコの日系市民教会が図書館
設立に関する会議を行った。


































159 1929 3月5日 『赤い夕陽』七百冊 『赤い夕陽』がセラーになっており、日本から700冊届く予定




161 1929 3月26日 男子より婦人がかえって愛読する
『赤い夕陽』の売り上げ状況。地方からも申
し込みがある。















no 年 月日 タイトル 内容
1 1906 5月26日 書籍館の損害 サンフランシスコ市立図書館に関しての損害状況についても記述あり
2 1906 9月9日 読書力と人物 書籍、新聞に書かれていることが真実なのか判定する読書力をつけるべし。
3 1906 12月22日 米国新帰化法出版 翻訳書、シアトル古屋商店において発行
4 1907 2月15日 英語学校 フィルモア街のガッフェリースは自宅にて日本人に英語を教えている。





6 1907 7月31日 英学校の開講 佛教会付属英学校のお知らせ。昼夜２部行われる。美以教会は昼夜３部で行う。
7 *1907 8月12日 書籍店合同の協議 サンフランシスコ市内に日本書籍店8軒あり。
8 1907 8月21日 英和学校の学級新設 美以英和学校初学者のために今回新たに学級を設けて教授
9 1907 8月28日 佛教会公開図書部 佛教会は公開図書館設置を決議。寄付金、雑誌寄付を募集する。
10 1907 8月29日 『米亞』雑誌の配布 職合協議会にて米亜雑誌（日米貿易に関する記事掲載）を米国議院や図書館へ配布
11 1907 12月12日 寄贈冊子 『米国新帰化法』の紹介
12 1908 3月7日 文学の新傾向 アメリカの文学傾向についてのまとめ










15 1908 7月21日 大成丸へ新聞雑誌寄贈 大成丸の乗組員が日本文字の読み物を欲する旨を聞き、日本文字の読み物を提供。
16 1908 7月25日 大成丸へ寄贈 雑誌、移民問題、学童問題、桑港商業会議所年俸を大成丸図書室へ寄贈
17 1908 8月29日 白人の東洋雑誌 リーブスは日米貿易に関する英和両文の月刊雑誌を発行するため作成中
18 1908 9月17日 オリエンタル雑誌 ソートンが対日感情の誤解を解消するために雑誌を発行予定。
19 1908 10月24日 小説界の近況 アメリカ小説界の近況についてのまとめ
20 1908 11月25日 寄贈冊子 『英文米国民権論』の紹介









23 1909 1月10日 雑誌東洋の正月号 白人が発行している雑誌。排日案に対する反駁論が掲載。
24 1909 1月19日 婦人雑誌と迎妻準備 写真花嫁を迎えるために婦人雑誌で勉強する日系人がいる。
25 1909 1月23日 読む可きの新書 アメリカ社会を知るための良書が発行された。





















30 1909 7月22日 英仏語の教授 英仏語を日本人に教授する語学学校開講。３ヶ月10ドル。








33 1910 6月16日 読詩力の欠如 白人家庭は必ず２、３の詩集がある。日系人は詩に触れていないため、知識がない。
















37 1910 12月9日 議院図書館 議院図書館の利用状況。世界３位（蔵書？）。9万3千部以上の蔵書。
146





39 1911 2月16日 領事館の新参考書 領事館の新参考書の紹介。移民に関する報告書が多い。誰でも閲覧可能。















































49 1912 10月29日 ストージ図書館 ヘート青年会内のストージ図書館は開館式を行う。




51 1912 11月3日 図書館開館式 ストージ図書館開館式が盛況に終わった。



























58 1913 1月31日 いわゆる低級趣味とは 文芸をたしなまない人に対して低級趣味というのは間違っている
59 *1914 4月1日 書籍郵送料改正 書籍は第三種郵便物として扱っていたが、小包郵便として扱われる。
60 1914 10月14日 図書館拡張演奏会 パイン街青年会館にて演奏会が行われる
148
61 1914 11月14日 図書館費募集演芸会 佛教青年会図書館費募集演芸会のプログラム。入場料10セント。
62 1915 5月15日 図書館費募集演芸会 佛教青年会図書館費募集演芸会のプログラム。入場料11セント。子ども無料。
63 1915 5月16日 図書館に寄贈 佛教青年会図書館に図書の寄贈有り。




65 1915 6月6日 ストージ図書館に ストージ図書館に寄付された図書と人名一覧























71 1915 10月16日 図書館拡張演劇 パイン街佛教会にて図書館拡張演劇が行われる。






73 1916 2月19日 図書館拡張演芸会 パイン街佛教会にて図書館拡張演芸会が行われ、プログラムを紹介。






















78 1916 3月16日 図書館拡張演芸会 佛教青年会では図書館拡張の寄付演芸会が行われる。
79 1916 7月3日 図書館拡張演芸会 佛教青年会館にて図書館拡張演芸会が行われる。プログラム紹介。





81 1916 9月11日 基督教会紛糾の内容について
日本基督教会移転後には、ストージ図書
館及び小児図書館を設ける計画である。
82 1916 9月16日 図書館寄付浪花節 佛教青年会館にて浪花節を披露。
83 1916 11月6日 移民書籍寄贈 ワシントンの議会図書館から在日会へ移民に関する書籍を寄贈された。
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86 1917 2月21日 子供図書館開館式 ポスト街とオクチビヤ街の過度にある日本基督協会にて子どもの図書館を新設した。
87 1917 2月23日 図書館開館式順序 子供図書館の開館式プログラム紹介。














































98 1919 3月13日 英語教育 父兄向けの英語教育。ワシントンアービング団体。
99 1919 4月3日 英語教育開始 カトリック教会で英語教育。1時間半の講習、週五回、月謝2ドル
100 1919 5月21日 女子青年会英語教授 女子青年会に英語科を設け講習を行う。アメリカ人講師を採用。




102 1919 6月17日 英語教授 ストージ宅の裁縫教授所にて英語教授。白人教師を採用。


































110 1920 2月18日 ニューヨーク図書館より申し込み
NYPLから在日会へ日米問題に関する刊
行物の寄贈申し込みがあった。
111 1920 3月12日 基督青年会英語教授 日本人講師のもと英語教授。一回２時間。



































119 1920 11月13日 佛教青年会図書館拡張寄付演芸
パイン街佛教会にて図書館拡張演芸会が
行われ、プログラムを紹介。






121 1921 12月31日 生徒作文：私の好きな本 ２世児童の好きな本。娯楽と考えものが掲載されている雑誌



















126 1921 6月6日 商業英語の講習会 加州大学が商業で用いる英語の講習会を行う。













129 1922 2月2日 日本婦人の読書趣味 日本婦人には詩集物が一番好評、在米婦人は雑誌類が主な物。
130 1922 10月12日 文化事業 日系人が教育の重大さを知っていれば現在至る所に図書館が設置されている。




132 1922 11月27日 特志な某氏読書会へ寄付 読書会に対し同胞文化生活のための活用費用として189ドルの寄付を受けた。











135 1923 12月31日 私の趣味 19人中7人が読書を趣味にあげている。その他活動写真、運動、音楽など。



















139 1923 10月11日 各大学の図書館 サンフランシスコの図書館を少しのぞいてみても良書を選択するのは難しい。





































































153 1925 11月20日 日本と米国を跨いだ雑誌 日米両国をまたいだ『活躍』という雑誌を発行。時事問題からスポーツまで扱う
154 1925 11月30日 南加日本人商業会議所月報
南加日本人商業会議所は月報を発行し
た。代表的な図書リスト。






156 *1926 3月14日 青木大成堂雑誌売り切れ 雑誌が到着しないので、到着次第報告する。




















161 *1926 7月7日 費府図書館記念祭 渡米する3名の日本人が決定した。










164 1926 10月18日 同胞婦人のための特別英語教室
イマーソンスクールにおける日本人婦人の
ための特別英語教室。
165 1926 10月21日 三日目の学園協議会 北加学園教会の協議会で児童文庫設置についての議論を行った
166 *1926 10月24日 盛大な米国図書館五十年記念祝賀会
米国図書館50年記念祝賀会の様子につい
て。日本も招待され、祝辞を述べた。




























173 1927 8月30日 英語活法の第三版発売 吉野正三郎氏の英語活法は最も適当な会話書として好評である。









176 1927 10月12日 大沢氏寄贈の児童文庫 558冊の目録を作成し、各学園へ配布予定。





178 1927 11月18日 米国基督学生雑誌を発行 活動の一部として既刊雑誌を改善。英文雑誌『ニュー・ジャパン』を発行。




























185 1928 3月23日 海員慰安の図書館興行 海員図書を寄贈するため、市内の銀行や図書館内で図書寄贈のあっせんを行う。
186 1928 4月11日 教育的な講演 教育的な図書を巡回文庫として親子の了解を図る資料とするべき






















192 1928 7月17日 キャンプの図書部 ２世の作文。自分の地域の図書館について。日本児童文庫１組あり。
160
193 1928 8月9日 養老院の設置や児童遊技場を
桑港日本人会は児童遊技場、図書館など
設置の件は調査研究委員を設置する。




195 1928 11月17日 ラ校母の会から校旗や図書を寄付
ラフェイル・ウエイル・スタールの母の会は
学校へ図書を寄付した。
196 1928 12月2日 平和の答弁使お人形 日本からアメリカへ贈られた人形の一つがデンバーの図書館に置かれた。









199 1928 12月25日 店頭を飾る書籍に早くも新年気分 現在流行している雑誌の新年号について。












203 1929 4月6日 学童を持つ親達へきかせたい話
子供の教育のための親への注意。子供に
対してできるだけ図書館利用を奨励せよ。













207 1929 8月31日 桑港の日系市民が英文機関誌を出す
日系市民の言論を発表するため英文で機
関誌を発行する計画有り。




209 1929 11月19日 日本文化の紹介
サター、フランクリン街角にある加州セント
リー倶楽部という婦人団体主催の下に「日
本の半日」が開催、日本文化の紹介され
る。
